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(57)【要約】
【課題】蒸発器の除霜を高効率で行い、省電力性能の高
い冷凍冷蔵庫を提供することを目的とする。
【解決手段】圧縮機，第一凝縮器，放熱パイプ，ドライ
ヤ，第一絞り装置，第一蒸発器が順に接続された冷蔵庫
において、圧縮機から第一蒸発器の付近に設けた第二凝
縮器と、第二凝縮器を通り放熱パイプの下流へ繋ぐ配管
と、第二凝縮器側へ冷媒流れを切り替える第一切替弁と
を有し、除霜時に圧縮機から吐出された高温の冷媒を第
二凝縮器へ流し、冷媒の熱伝導により第一蒸発器に付着
した霜を融解する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機，第一凝縮器，放熱パイプ，ドライヤ，第一絞り装置，第一蒸発器が順に接続さ
れた冷蔵庫において、前記圧縮機から第一蒸発器の付近に設けた第二凝縮器と、前記第二
凝縮器を通り前記放熱パイプの下流へ繋ぐ配管と、前記第二凝縮器側へ冷媒流れを切り替
える第一切替弁とを有し、除霜時に前記圧縮機から吐出された高温の冷媒を前記第二凝縮
器へ流し、前記冷媒の熱伝導により前記第一蒸発器に付着した霜を融解することを特徴と
する冷蔵庫。
【請求項２】
　前記第一絞り装置の下流から前記第一蒸発器の下流の間に設けた第二蒸発器と、前記第
一蒸発器側又は前記第二蒸発器側へ前記冷媒流れを切り替える第二切替弁とを有し、前記
除霜時に前記第二凝縮器にて放熱した前記冷媒を前記絞り装置にて減圧した後、前記第二
蒸発器に流すことを特徴とする、請求項１記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記絞り装置による絞り度が可変であることを特徴とする、請求項１記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記冷媒を前記圧縮機から前記第一凝縮器側に流すように前記第一切替弁を切り替えて
、前記第二切替弁を切り替えて前記第一絞り装置から前記第一蒸発器に流す通常運転時よ
りも前記除霜時には、前記第一絞り装置の絞り度を低くして、前記冷媒の減圧幅を小さく
することを特徴とする、請求項３記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記除霜の開始前に前記圧縮機を停止して、前記第一蒸発器の前記冷媒量が増加した後
、前記第一切替弁を前記第二凝縮器側に切り替え、前記第二切替弁にて前記第一蒸発器側
、前記第二蒸発器側への流路を遮断した状態で前記圧縮機を稼働して、前記第一蒸発器周
辺の配管内の前記冷媒量を低下させた後、前記第二切替弁を前記第二蒸発器側へ切り替え
ることを特徴とする、請求項２記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記除霜を終了する際、前記圧縮機を稼働させたまま前記第二切替弁にて前記第一蒸発
器側と前記第二蒸発器側への流路を遮断し、前記第二蒸発器側の配管内に存在する前記冷
媒量を低下させた後、前記第一切替弁を前記第一凝縮器側に切り替えて、且つ前記第二切
替弁を前記第一蒸発器側に切り替えることを特徴とする、請求項２又は５記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　圧縮機，第一凝縮器，放熱パイプ，ドライヤ，二方弁，第一絞り装置，第一蒸発器が順
に接続された冷蔵庫において、前記圧縮機から第一蒸発器付近に設けた第二凝縮器と、該
第二凝縮器の下流に設けた第二絞り装置と、前記第二蒸発器を通り前記第一蒸発器の下流
へ接続される配管と、前記第二凝縮器側へ冷媒流れを切り替える第一切替弁とを有し、除
霜時に前記圧縮機から吐出された高温の冷媒を前記第二凝縮器へ流して、前記冷媒の熱伝
導により前記第一蒸発器に付着した霜を融解するとともに、前記第二蒸発器に低温低圧の
冷媒を流すことで前記第二蒸発器周辺の冷却を行うことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項８】
　前記除霜を開始する前に、前記圧縮機を稼働させたまま前記第一切替弁にて前記第一凝
縮器側と前記第二凝縮器側への流路を遮断し、前記第一凝縮器から前記第一蒸発器までの
配管内に存在する前記冷媒量を低下させた後、前記第一切替弁を切り替えて前記第二凝縮
器側へ前記冷媒を流すように制御することを特徴とする、請求項７記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記除霜を終了する際、前記圧縮機を稼働させたまま前記第一切替弁を前記第一凝縮器
側へ切り替え、前記二方弁を閉じて前記第二凝縮器から前記第二蒸発器までの配管内にあ
る前記冷媒量を低下させた後、前記二方弁を開ける制御を行うことを特徴とする、請求項
７又は８記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、冷凍冷蔵庫では冷却時に、扉開閉により庫内に入る外気の水分や保存される食
品等の水分が、低温である蒸発器の表面に付着し霜を形成する。霜付着量が増加すると蒸
発器の熱交換性能が劣化し、冷凍冷蔵庫の性能が低下する。このため、所定の時間間隔で
除霜運転を行う等、蒸発器に付着する霜の除去，低減を行う必要がある。
【０００３】
　この蒸発器に付着した霜を除去するために、特許文献１では、蒸発器に除霜用の加熱手
段を備えた構造になっている。その加熱手段として、直接加熱手段と間接加熱手段が提案
されている。直接加熱手段としてホットガスによる除霜、間接手段としてＩＨヒータや電
気ヒータによる除霜が提案されている。
【０００４】
　また、特許文献２では、冷凍サイクルにバイパス回路が設けられた構成が開示されてい
る。熱交換器の表面に多量の霜が付着した場合にバイパス回路に冷媒を流して除霜する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１２１２３３号公報
【特許文献２】特開２００５－２４９２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に開示された冷凍冷蔵庫は、冷凍サイクル内に四方弁を配置し、除霜時には
上記四方弁を切り替えて冷媒を通常運転時とは逆の方向へ流し、高温高圧冷媒を蒸発器に
、低温低圧の冷媒を凝縮器へ送る構成となっている。
【０００７】
　しかし、上記冷凍サイクル構成ではキャピラリチューブの仕様は固定であり、除霜時の
運転効率は通常運転時に比べ悪化する。
【０００８】
　特許文献２に開示された冷凍冷蔵庫は冷凍サイクル内に三方弁を配置し、除霜時には上
記三方弁を切り替えて圧縮機から出た高温高圧の冷媒を蒸発器にバイパスし、除霜する構
成になっている。
【０００９】
　しかし、上記冷凍サイクル構成では除霜時にヒートポンプを利用できない。従って、成
績係数（＝加熱能力／圧縮機動力）が低く省エネルギー性に課題がある。
【００１０】
　本発明は、上記した従来技術の問題点を解消するためになされたものであり、蒸発器の
除霜を高効率で行い、省電力性能の高い冷凍冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するために、例えば特許請求の範囲に記載の構成を採用する。本願は上
記課題を解決する手段を複数含んでいるが、その一例を挙げるならば、圧縮機，第一凝縮
器，放熱パイプ，ドライヤ，第一絞り装置，第一蒸発器が順に接続された冷蔵庫において
、前記圧縮機から第一蒸発器の付近に設けた第二凝縮器と、前記第二凝縮器を通り前記放
熱パイプの下流へ繋ぐ配管と、前記第二凝縮器側へ冷媒流れを切り替える第一切替弁とを
有し、除霜時に前記圧縮機から吐出された高温の冷媒を前記第二凝縮器へ流し、前記冷媒
の熱伝導により前記第一蒸発器に付着した霜を融解する。
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【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、蒸発器の除霜を高効率で行い、省電力性能の高い冷凍冷蔵庫を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の正面外形図。
【図２】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の断面図。
【図３】本発明の第一の実施形態に係る冷蔵庫の冷凍サイクル構成の一例を表す図。
【図４】本発明の第二の実施形態に係る冷蔵庫の冷凍サイクル構成の一例を表す図。
【図５】本発明の第三の実施形態に係る冷蔵庫の冷凍サイクル構成の一例を表す図。
【図６】本発明の実施形態に係る冷蔵庫の蒸発器周辺の一例を表す図。
【図７】本発明の第一，第二の実施形態における除霜運転前の冷媒回収制御のフローチャ
ート図。
【図８】本発明の第一，第二の実施形態における除霜運転終了時の冷媒回収制御のフロー
チャート図。
【図９】本発明の第三の実施形態における除霜運転前の冷媒回収制御のフローチャート図
。
【図１０】本発明の第三の実施形態における除霜運転終了時の冷媒回収制御のフローチャ
ート図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明は第一に、圧縮機，第一凝縮器，放熱パイプ，ドライヤ，第一絞り装置，第一蒸
発器が順に接続された冷蔵庫において、前記圧縮機から第一蒸発器の付近に設けた第二凝
縮器と、前記第二凝縮器を通り前記放熱パイプの下流へ繋ぐ配管と、前記第二凝縮器側へ
冷媒流れを切り替える第一切替弁とを有し、除霜時に前記圧縮機から吐出された高温の冷
媒を前記第二凝縮器へ流し、前記冷媒の熱伝導により前記第一蒸発器に付着した霜を融解
する。
【００１５】
　また、前記第一絞り装置の下流から前記第一蒸発器の下流の間に設けた第二蒸発器と、
前記第一蒸発器側又は前記第二蒸発器側へ前記冷媒流れを切り替える第二切替弁とを有し
、前記除霜時に前記第二凝縮器にて放熱した前記冷媒を前記絞り装置にて減圧した後、前
記第二蒸発器に流す。
【００１６】
　また、前記絞り装置による絞り度が可変である。
【００１７】
　また、前記冷媒を前記圧縮機から前記第一凝縮器側に流すように前記第一切替弁を切り
替えて、前記第二切替弁を切り替えて前記第一絞り装置から前記第一蒸発器に流す通常運
転時よりも前記除霜時には、前記第一絞り装置の絞り度を低くして、前記冷媒の減圧幅を
小さくする。
【００１８】
　また、前記除霜の開始前に前記圧縮機を停止して、前記第一蒸発器の前記冷媒量が増加
した後、前記第一切替弁を前記第二凝縮器側に切り替え、前記第二切替弁にて前記第一蒸
発器側、前記第二蒸発器側への流路を遮断した状態で前記圧縮機を稼働して、前記第一蒸
発器周辺の配管内の前記冷媒量を低下させた後、前記第二切替弁を前記第二蒸発器側へ切
り替える。
【００１９】
　また、前記除霜を終了する際、前記圧縮機を稼働させたまま前記第二切替弁にて前記第
一蒸発器側と前記第二蒸発器側への流路を遮断し、前記第二蒸発器側の配管内に存在する
前記冷媒量を低下させた後、前記第一切替弁を前記第一凝縮器側に切り替えて、且つ前記
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第二切替弁を前記第一蒸発器側に切り替える。
【００２０】
　第二に、圧縮機，第一凝縮器，放熱パイプ，ドライヤ，二方弁，第一絞り装置，第一蒸
発器が順に接続された冷蔵庫において、前記圧縮機から第一蒸発器付近に設けた第二凝縮
器と、該第二凝縮器の下流に設けた第二絞り装置と、前記第二蒸発器を通り前記第一蒸発
器の下流へ接続される配管と、前記第二凝縮器側へ冷媒流れを切り替える第一切替弁とを
有し、除霜時に前記圧縮機から吐出された高温の冷媒を前記第二凝縮器へ流して、前記冷
媒の熱伝導により前記第一蒸発器に付着した霜を融解するとともに、前記第二蒸発器に低
温低圧の冷媒を流すことで前記第二蒸発器周辺の冷却を行う。
【００２１】
　また、前記除霜を開始する前に、前記圧縮機を稼働させたまま前記第一切替弁にて前記
第一凝縮器側と前記第二凝縮器側への流路を遮断し、前記第一凝縮器から前記第一蒸発器
までの配管内に存在する前記冷媒量を低下させた後、前記第一切替弁を切り替えて前記第
二凝縮器側へ前記冷媒を流すように制御する。
【００２２】
　また、前記除霜を終了する際、前記圧縮機を稼働させたまま前記第一切替弁を前記第一
凝縮器側へ切り替え、前記二方弁を閉じて前記第二凝縮器から前記第二蒸発器までの配管
内にある前記冷媒量を低下させた後、前記二方弁を開ける制御を行う。
【００２３】
　以下、本発明を実施するための形態を、図を用いて説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１は本発明の一実施形態である冷凍冷蔵庫の外観図、図２は図１におけるＸ－Ｘ縦断
面図、図３，図４，図５は本発明の一実施形態である冷凍サイクル図、図６は本発明の一
実施形態である第二蒸発器の外観図、図７は実施例１及び２における除霜運転前の冷媒回
収制御のフローチャート図、図８は実施例１及び２における除霜運転終了時の冷媒回収制
御のフローチャート図、図９は実施例３における除霜運転前の冷媒回収制御のフローチャ
ート図、図１０は実施例３における除霜運転終了時の冷媒回収制御のフローチャート図で
ある。
【００２５】
　図１に示すように、第一の実施形態の冷蔵庫本体１は、上方から、冷蔵室２，製氷室３
及び上段冷凍室４，下段冷凍室５，野菜室６を有する。なお、製氷室３と上段冷凍室４は
、冷蔵室２と下段冷凍室５との間に左右に並べて設けている。一例として、冷蔵室２及び
野菜室６は、およそ３～５℃の冷蔵温度帯の貯蔵室である。また、製氷室３，上段冷凍室
４及び下段冷凍室５は、およそ－１８℃の冷凍温度帯の貯蔵室である。
【００２６】
　冷蔵室２は前方側に、左右に分割された観音開き（いわゆるフレンチ型）の冷蔵室扉２
ａ，２ｂを備えている。製氷室３，上段冷凍室４，下段冷凍室５，野菜室６は、それぞれ
引き出し式の製氷室扉３ａ，上段冷凍室扉４ａ，下段冷凍室扉５ａ，野菜室扉６ａを備え
ている。また、各扉の貯蔵室側の面には、各扉の外縁に沿うようにシール部材（図示せず
）を設けており、各扉の閉鎖時、貯蔵室内への外気の侵入、及び貯蔵室からの冷気漏れを
抑制する。
【００２７】
　図２に示すように、冷蔵庫本体１の庫外と庫内は、内箱１ａと外箱１ｂとの間に発泡断
熱材（発泡ポリウレタン）を充填することにより形成される断熱箱体１０により隔てられ
ている。また、冷蔵庫本体１の断熱箱体１０は複数の真空断熱材２５を実装している。
【００２８】
　冷蔵庫本体１は、上側断熱仕切壁５１により冷蔵室２と、上段冷凍室４及び製氷室３（
図１参照、図２中で製氷室３は図示されていない）とが断熱的に隔てられ、下側断熱仕切
壁５２により、下段冷凍室５と野菜室６とが断熱的に隔てられている。また、図５に示す
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ように、下段冷凍室５の上部には、横仕切部５３を設けている。横仕切部５３は、製氷室
３及び上段冷凍室４と、下段冷凍室５とを上下方向に仕切っている。また、横仕切部５３
の上部には、製氷室３と上段冷凍室４との間を左右方向に仕切る縦仕切部５４を設けてい
る。
【００２９】
　横仕切部５３は、下側断熱仕切壁５２前面及び左右側壁前面とともに、下段冷凍室扉５
ａの貯蔵室側の面に設けたシール部材（図示せず）を受けて、下段冷凍室５と下段冷凍室
扉５ａとの間での気体の移動を抑制する。また、製氷室扉３ａ及び上段冷凍室扉４ａの貯
蔵室側の面に設けたシール部材（図示せず）は、横仕切部５３，縦仕切部５４，上側断熱
仕切壁５１及び冷蔵庫本体１の左右側壁前面と接することで、各貯蔵室と各扉との間での
気体の移動をそれぞれ抑制する。
【００３０】
　なお、製氷室３，上段冷凍室４及び下段冷凍室５は、いずれも冷凍温度帯なので、横仕
切部５３及び縦仕切部５４は、各扉のシール部材を受けるために、少なくとも冷蔵庫本体
１の前側にあればよい（図２参照）。すなわち、冷凍温度帯の各貯蔵室間で気体の移動が
あってもよく、断熱区画しない場合であってもよい。一方、上段冷凍室４を温度切替室と
する場合は、断熱区画する必要があるため、横仕切部５３及び縦仕切部５４は、冷蔵庫本
体１の前側から後壁まで延在させる。
【００３１】
　冷蔵室扉２ａ，２ｂの貯蔵室内側には、複数の扉ポケット３２が備えられている（図２
参照）。また、冷蔵室２は複数の棚３６が設けられている。棚３６により、冷蔵室２は縦
方向に複数の貯蔵スペースに区画されている。
【００３２】
　図２に示すように、上段冷凍室４，下段冷凍室５及び野菜室６は、それぞれの貯蔵室の
前方に備えられた扉と一体に前後方向に移動する。収納容器３ｂ，４ｂ，５ｂ，６ｂがそ
れぞれ設けられている。そして、製氷室扉３ａ，上段冷凍室扉４ａ，下段冷凍室扉５ａ及
び野菜室扉６ａは、それぞれ図示しない取手部に手を掛けて手前側に引き出すことにより
、収納容器３ｂ，４ｂ，５ｂ，６ｂが引き出せるようになっている。
【００３３】
　図２及び図３に示すように、第一の実施形態の冷蔵庫は、冷却手段として第一蒸発器７
を備えている。第一蒸発器７（一例として、フィンチューブ型熱交換器）は、下段冷凍室
５の略背部に備えられた蒸発器収納室８内に設けられている。また、蒸発器収納室８内で
あって第一蒸発器７の上方には、送風手段として送風機９（一例として、プロペラファン
）が設けられている。第一蒸発器７と熱交換して冷やされた空気（以下、第一蒸発器７で
熱交換した低温の空気を「冷気」と称する）は、送風機９によって冷蔵室送風ダクト１１
，冷凍室送風ダクト１２を介して、冷蔵室２，野菜室６，上段冷凍室４，下段冷凍室５，
製氷室３の各貯蔵室へそれぞれ送られる。各貯蔵室への送風は、冷蔵温度帯室への送風量
を制御する第一の送風量制御手段（冷蔵室ダンパ２０）と、冷凍温度帯室への送風量を制
御する第二の送風量制御手段（冷凍室ダンパ５０）とにより制御される。
【００３４】
　また、冷蔵室２，製氷室３，上段冷凍室４，下段冷凍室５及び野菜室６への各送風ダク
トは、冷蔵庫本体１の各貯蔵室の背面側に設けられている。
【００３５】
　具体的には、冷蔵室ダンパ２０が開状態、冷凍室ダンパ５０が閉状態のときには、冷気
は、冷蔵室送風ダクト１１を経て多段に設けられた吹き出し口２ｃから冷蔵室２に送られ
る。
【００３６】
　なお、冷蔵室２を冷却した冷気は、冷蔵室２の下部に設けられた冷蔵室戻り口２ｄから
冷蔵室戻りダクト１６を経て、下段断熱仕切壁５２の下部右奥側に設けた野菜室吹き出し
口６ｃから野菜室６へ送風される。
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【００３７】
　野菜室６からの戻り冷気は、下側断熱仕切壁５２の下部前方に設けられた野菜室戻りダ
クト入口１８ｂから野菜室戻りダクト１８を経て、野菜室戻りダクト出口１８ａから蒸発
器収納室８の下部に戻る。
【００３８】
　なお、別の構成として、冷蔵室戻りダクト１６を野菜室６へ連通せずに、蒸発器収納室
８の正面から見て、右側下部に戻す構成としてもよい。この場合の一例として、冷蔵室戻
りダクト１６の前方投影位置に野菜室送風ダクト（図示せず）を配置して、第一蒸発器７
で熱交換した冷気を、野菜室吹き出し口６ｃから野菜室６へ直接送風する。
【００３９】
　図２に示すように、蒸発器収納室８前方には、各貯蔵室と蒸発器収納室８との間を仕切
る仕切部材１３が設けられている。仕切部材１３には、吹き出し口３ｃ，４ｃ，５ｃが形
成されており、冷凍室ダンパ５０が開状態のとき、第一蒸発器７で熱交換された冷気が送
風機９により図示省略の製氷室送風ダクトや上段冷凍室送風ダクト１２を経て吹き出し口
３ｃ，４ｃからそれぞれ製氷室３，上段冷凍室４へ送風される。また、冷凍室送風ダクト
１２を経て吹き出し口５ｃから下段冷凍室５へ送風される。
【００４０】
　一般に、周囲温度に対して低温の冷気は、上方から下方に向かう下降流を形成する。よ
って、貯蔵室の上方により多くの冷気を供給することで、下降流の作用で貯蔵室内を良好
に冷却できる。第一の実施形態では、冷凍室ダンパ５０を設けているが、これを送風機９
の上方に設置することで、送風機９からの送風をスムーズに製氷室３や上段冷凍室４に送
風できるように配慮している。製氷室３，上段冷凍室４及び下段冷凍室５が連通した構成
とすれば、下降流による冷却効果を高めることができる。
【００４１】
　仕切部材１３には、下段冷凍室５の奥下部の位置に冷凍室戻り口１７が設けられており
、上段冷凍室４，下段冷凍室５，製氷室３を冷却した冷気は、冷凍室戻り口１７を介して
蒸発器収納室８に流入する。なお、冷凍室戻り口１７は第一蒸発器７の幅とほぼ等しい幅
寸法である。
【００４２】
　次に、第一の実施形態における冷凍サイクルについて説明する。図３は本発明における
冷凍サイクル構成の一例であり、圧縮機２４，第一の三方弁１４（第一切替弁），第一凝
縮器２３，放熱パイプ２６，ドライヤ３８，第一キャピラリチューブ４０（減圧手段，第
一絞り装置），第二の三方弁１５（第二切替弁），第一蒸発器７，第二凝縮器３７，第二
蒸発器４１によって構成される。
【００４３】
　逆止弁２８，２９，３０は通常運転及び除霜運転を切り替えたときに冷媒が使用しない
配管へ流れ込むのを防ぐ。
【００４４】
　第一の三方弁１４は圧縮機２４から吐出される高温高圧冷媒を、第一凝縮器２３または
第二凝縮器３７のいずれかに流路を切り替える動作を行う。また、第二の三方弁１５は第
一キャピラリチューブ４０を通過した低温低圧冷媒を第一蒸発器７または第二蒸発器４１
のいずれかに流路を切り替える動作を行う。ここで、冷媒を圧縮機２４から第一凝縮器２
３側に流すように第一の三方弁１４を切り替え、同時に第二の三方弁１５を切り替えて第
一キャピラリチューブ４０から第一蒸発器７に切り替えて圧縮機２４を運転する場合を「
通常運転」と呼ぶ。
【００４５】
　通常運転時は、圧縮機２４で圧縮された冷媒は高温高圧状態となり、第一の三方弁１４
を介して第一凝縮器２３へと流入する。この際、第一の三方弁１４の第二凝縮器３７側へ
の流路は遮断される。第一凝縮器２３および放熱パイプ２６で冷媒は、冷蔵庫外部と熱交
換し、冷却されて凝縮し、低温状態となる。その後、ドライヤ３８にて冷媒中の水分を除
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去し、第一キャピラリチューブ４０へと流入する。第一キャピラリチューブ４０では冷媒
は減圧されながら吸熱パイプと熱交換を行い、断熱膨張して低温低圧状態となり、第一蒸
発器７へと流れる。低温低圧状態となった冷媒は、第一蒸発器７で冷蔵庫内部の空気から
吸熱して蒸発し、冷蔵庫内部の空気を冷却する。
【００４６】
　そして、冷媒は第一蒸発器７から圧縮機２４に戻り、再び圧縮されるサイクル構成とな
っている。
【００４７】
　ここで、通常運転中では扉開閉によって庫内に侵入する外気の水分や、保存される食品
等の水分が、低温である第一蒸発器７の表面に付着し、霜を形成する。霜の付着量が増加
すると蒸発器５の熱交換性能が低下し、冷凍冷蔵庫の性能が損なわれてしまう。このため
、例えば所定の時間間隔で、あるいは通常運転の積算時間に応じて、除霜を行って第一蒸
発器７に付着した霜を除去する必要が生じる。
【００４８】
　圧縮機２４から吐出する高温高圧状態の冷媒を第二凝縮器３７側に流すように第一の三
方弁１４を切り替え、同時に第一キャピラリチューブ４０を通過した低温低圧状態の冷媒
を第二蒸発器４１側に流すように第二の三方弁１５を切り替えて圧縮機２４を運転する場
合を「除霜運転」と呼ぶ。
【００４９】
　除霜運転時では、圧縮機２４から吐出する高温高圧状態の冷媒は第一の三方弁１４によ
り第二凝縮器３７側へと流れ第一蒸発器７付近を通過する。この際、第一の三方弁１４の
第一凝縮器２３側への流路は遮断される。
【００５０】
　図４は第二凝縮器３７の一例であり、１６は第一蒸発器７のフィン、１７は第二凝縮器
３７の配管、１８は第一蒸発器７の配管である。第一蒸発器７のフィンに接するように、
第二凝縮器３７の配管１６を設ける。
【００５１】
　高温高圧状態の冷媒が第一蒸発器７のフィンと接する第二凝縮器３７を流れ、霜と熱交
換することで除霜を行う。第一蒸発器７に付着した霜が融解することで熱交換性能が回復
する。
【００５２】
　この際、冷媒は霜によって冷却され、液体となる。第二凝縮器３７での放熱量を考慮し
配管１７の長さや位置を調節するとよい。
【００５３】
　また、第二凝縮器３７からの放熱のみでは圧縮機２４の供給するエネルギー量の関係上
除霜に時間がかかる。したがって、除霜用のヒータを用意し、併用する。その際、ヒータ
の熱が届きにくく除霜しにくい場所に第二凝縮器３７を設けると効率が良い。例えば、除
霜用ヒータを第一蒸発器７下部に設置する場合、第二凝縮器３７を第一蒸発器７上部に設
ければ、除霜用ヒータのみでは融解しにくい第一蒸発器７上部の霜を第二凝縮器３７の放
熱で融解することができる。
【００５４】
　また、除霜運転時では第一絞り装置４２を通過した低温低圧冷媒は第二の三方弁１５に
より第二蒸発器４１側へと流れ、第二蒸発器４１を流れる際に吸熱する。この際、第二の
三方弁１５の第一蒸発器７側への流路は遮断される。
【００５５】
　第二蒸発器４１を流れる冷媒は低温低圧の気液二相状態であり、吸熱するため庫内等の
冷却を行うことが可能である。第二蒸発器４１の構造は第二凝縮器３７での放熱量によっ
て配管の位置，長さ，アルミフィンの有無を決めると良い。
【００５６】
　なお、第二蒸発器４１で液冷媒が十分蒸発しない場合、液体状態の冷媒が圧縮機２４に
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吸入されてしまうため、気液分離用のタンク等を利用する必要がある。
【００５７】
　また、第二蒸発器４１には低温の冷媒が流れるため、配管周りに露及び霜が付着する。
ゆえに、付着した露及び霜への対策が必要である。本実施例では、蒸発皿１２上に第二蒸
発器４１の配管を設置している。圧縮機２４の排熱により周辺の温度が上昇していること
、圧縮機２４の放熱の補助が可能であることから、第二蒸発器４１での冷却力を効率良く
利用できる。
【００５８】
　ただし、本実施例では第二蒸発器４１を圧縮機２４周辺に設置しているがこれに限定さ
れるものではなく、他の実施形態として例えば冷蔵室２や野菜室６などに設置し、庫内の
冷却に利用することも考えられる。
【００５９】
　ここで、除霜運転を開始する前に、第一の三方弁１４から放熱パイプ２６までの配管内
に流れていた冷媒を除去する必要がある。
【００６０】
　冷媒が残ると除霜運転時にサイクル内を流れる冷媒量が減り、第二凝縮器１１における
放熱量及び第二蒸発器４１での吸熱量が減少し、除霜能力の低下が起きる。
【００６１】
　そこで、まず除霜運転を開始する前に圧縮機２４を停止し、冷媒を温度が低い第一蒸発
器７に集中させる。
【００６２】
　次に、第一の三方弁１４を第二凝縮器３７側に切り替え、第二の三方弁１５にて第一蒸
発器７側，第二蒸発器１０側への流路を遮断した状態で圧縮機２４を稼働し、第一蒸発器
７周辺の配管内の冷媒を除去する。
【００６３】
　以上の作業を除霜運転前に行うことで、除霜運転時のサイクル外に冷媒が残らないため
、除霜運転時の冷媒量減少を防ぐことができる。
【００６４】
　また、除霜運転を終了するときも、第二凝縮器３７や第二蒸発器４１の配管内に冷媒が
残ると冷凍サイクル内の冷媒量減少によって通常運転時の効率が下がる。
【００６５】
　そこで、除霜運転を終了する際、まず圧縮機２４を稼働させたまま第二の三方弁１５に
て第一蒸発器７側，第二蒸発器４１側への流路を遮断し、第二蒸発器４１側の配管内に存
在する冷媒を除去する。
【００６６】
　次に、第一の三方弁１４を第一凝縮器２３側に、第二の三方弁１５を第一蒸発器７側に
切り替える。
【００６７】
　以上の作業を除霜運転終了時に行うことで、通常運転時のサイクル外に冷媒が残らない
ため、通常運転時の冷媒量不足を防ぐことができる。
【００６８】
　除霜運転の終了判定は、第一蒸発器７に温度検出手段を設け、第一蒸発器７が設定温度
に達したとき除霜運転を終了すると良い。
【００６９】
　以上の制御を行うことで、除霜運転において、圧縮機２４から吐出した高温冷媒からの
熱伝導によって第一蒸発器７に付着した霜を融解すると同時に、第二凝縮器３７で放熱後
の冷媒は通常運転と同じく第一キャピラリチューブ４０を通過して低温低圧状態になり、
第二蒸発器４１にて吸熱するため、除霜を行いながら第二蒸発器４１周辺の冷却が可能で
ある。また、除霜用ヒータと併用することで、さらなる除霜時間の短縮も可能である。除
霜時間が短縮されることで除霜時に庫外から侵入する熱エネルギーが少なくなるため、除
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霜運転終了時から通常運転に移行した際の庫内の冷却に必要なエネルギーが少なくなる。
ゆえに、従来技術に比べ省電力で除霜能力が優れ、高効率な冷凍冷蔵庫が提供できる。
【実施例２】
【００７０】
　図３は、本発明に関わる冷凍冷蔵庫の冷凍サイクル図を示したものである。本実施の形
態は、冷凍サイクル構成が図２と異なる。以下に、図２との差異部分を中心に説明する。
図３において、前述の図２から図３と同一符号を付したものは同一部品であり、同一の作
用をなす。
【００７１】
　図３は図２の第一キャピラリチューブ４０を膨張弁にし、減圧量を調整可能にしている
。
【００７２】
　除霜運転時は通常運転時に比べて減圧する際に冷媒温度が低いため、減圧量を低く定め
る。
【００７３】
　これにより、膨張弁を利用することで除霜運転時の冷媒温度に適切に合わせた減圧量を
定めることができるため、除霜時も効率良く運転することが可能である。
【実施例３】
【００７４】
　図４は、本発明に関わる冷凍冷蔵庫の冷凍サイクル図を示したものである。本実施の形
態は、冷凍サイクル構成が図２と異なる。以下に、図２との差異部分を中心に説明する。
図４において、前述の図２から図４と同一符号を付したものは同一部品であり、同一の作
用をなす。
【００７５】
　図４は図２の第一切替弁２から第二凝縮器３７を通過後の配管を放熱パイプ２６後に接
続せず、第二キャピラリチューブ４３（第二絞り装置）を接続し、その後第二蒸発器４１
，逆止弁３０を通過後、第一蒸発器７後に接続される冷凍サイクルである。
【００７６】
　また、ドライヤ３８の前には二方弁３９が設けられている。圧縮機２４が断続運転を行
う際、圧縮機２４の運転を停止した時に放熱パイプ２６内の高温冷媒が第一蒸発器７内に
流れ込み、庫内の温度上昇を防ぐ等の用途がある。
【００７７】
　ここで、冷媒が第一凝縮器２３側へ流れるように第一の三方弁を切り替え、圧縮機２４
を運転する場合を「通常運転」と呼ぶ。
【００７８】
　また、冷媒を第二凝縮器３７側に流すように第一の三方弁１４を切り替えて圧縮機２４
を運転する場合を「除霜運転」と呼ぶ。
【００７９】
　通常運転時に冷媒が第一キャピラリチューブ４０を流れる際の圧力に比べ、除霜運転時
に第二キャピラリチューブ４３を流れる際の圧力が低くなるため、第二キャピラリチュー
ブ４３は第一キャピラリチューブ４０より絞りを緩め、減圧量を抑えている。
【００８０】
　また、実施例１同様、除霜運転を開始する前に、第一の三方弁１４から第一蒸発器７ま
での配管内に流れていた冷媒を除去する必要がある。
【００８１】
　そこで、除霜を開始する前に圧縮機２４を稼働させたまま第一の三方弁１４にて第一凝
縮器２３側，第二凝縮器３７側への流路を遮断し、第一凝縮器２３から第一蒸発器７まで
の配管内に存在する冷媒を十分に除去した後、第一の三方弁１４を第二凝縮器３７側に切
り替える。
【００８２】
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　以上の作業を除霜運転前に行うことで、除霜運転時のサイクル外に冷媒が残らないため
、除霜運転時の冷媒量不足を防ぐことができる。
【００８３】
　また、除霜運転を終了する際も、第二凝縮器３７から第二蒸発器４１までの配管内に冷
媒が残るのを防ぐため、圧縮機２４を稼働させたまま第一の三方弁１４を第一凝縮器２３
側へ切り替え、二方弁３９を閉じて第二凝縮器９から第二蒸発器４１までの配管内の冷媒
を十分に除去した後二方弁３９を開ける。
【００８４】
　以上の作業を除霜運転終了時に行うことで、通常運転時のサイクル外に冷媒が残らない
ため、通常運転時の冷媒量不足を防ぐことができる。
【００８５】
　以上の制御を行うことで、除霜運転において、圧縮機２４から吐出した高温冷媒からの
熱伝導によって第一蒸発器７に付着した霜を融解すると同時に、第二凝縮器３７で放熱後
の冷媒は第二キャピラリチューブ４３を通過して低温低圧状態になり、第二蒸発器４１に
て吸熱するため、除霜を行いながら第二蒸発器４１周辺の冷却が可能である。また、除霜
用ヒータと併用することで、さらなる除霜時間の短縮も可能である。除霜時間が短縮され
ることで除霜時に庫外から侵入する熱エネルギーが少なくなるため、除霜運転終了時から
通常運転に移行した際の庫内の冷却に必要なエネルギーが少なくなる。ゆえに、従来技術
に比べ省電力で除霜能力が優れ、高効率な冷凍冷蔵庫が提供できる。
【符号の説明】
【００８６】
１　冷蔵庫本体
２　冷蔵室（冷蔵温度帯室）
３　製氷室（冷凍温度帯室）
４　上段冷凍室（冷凍温度帯室）
５　下段冷凍室（冷凍温度帯室）
６　野菜室（冷蔵温度帯室）
７　第一蒸発器
９　送風機（送風手段）
１４　第一の三方弁（第一切替弁）
１５　第二の三方弁（第二切替弁）
１９　機械室
２０　冷蔵室ダンパ（第一の送風量制御手段）
２２　除霜ヒータ
２３　第一凝縮器
２４　圧縮機
２６　放熱パイプ
２８，２９，３０　逆止弁
３１　制御基板
３７　第二凝縮器
３８　ドライヤ
３９　二方弁
４０　第一キャピラリチューブ（減圧手段，第一絞り装置）
４１　第二蒸発器
４２　第一絞り装置
４３　第二キャピラリチューブ（減圧手段，第二絞り装置）
５０　冷凍室ダンパ（第二の送風量制御手段）
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